
ゲル化剤による石油輔のザ、

ま カt

危険物災害のなかで石油類の流出事故等に対して，

泌留め拡大さr路iとするということはp 治防機関がさ当面

、る大きな慰案の 愉つである。

そこで，一昨年から超音波による流出石油類のゲル

化合試みて診たが，このカ誌では，

出カの認まま波発泌総が必要でhあること。

② 超音波発振日告が高価であること。

ゲノレ化能力に限界があることく石油類の層が深く

と超音波の効力が弱まりゲノレイとしにく L

④ 強力な周波を必要とするので法的な規制を受ける

とと。

設備が大く車両等に積載するのが困難であるこ

と。

⑤ 水と界面活性剤との配合を必要とすること等々 p

消防面での治郎には緩問が山積してL、ることがわか

った。したがって，現段階では実用に供しえないと

いう一応の結論をえたので今回は超音波にかわり，

新たにゲル化部による石ぬ類のゲル化についで実

験・研究を付なったものでゐる。以下その結果につ

いて報告する。

ゲル化翼線につい

本実験で使用した「ゲル化剤」は，ゲノレオールD

本理化鰍:商品名)なジメチルボノレムアミド;こ

した混合総液である母

この，ゲルオールDの主要的性状および温度に対す

ノレムアミドに溶解ナミら訓ゲルオールりのジメチ

合は放のとおりである。

(ゲノレオールDの性状)
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(1) 基礎実験

ゲノレイヒ剤め配合イとにつし、て

I図勺見るとおり，ジメチノレホルムアミドの液滋

が高いほどゲルオーノレDの溶解度は高くなる。

しかし，高い液温 ωて総合した出波紋のゲノレ化剤』土，

液溢が低下するとゲノレイヒ自体がゲノ化してし設う性

質があり，被ゲノレ化汲ー体である石油類に添加するのに

不都合を然γる。

こで:本実験では地i こおける湿裁の気温め絞混と

最高温度を-50Cと350Cに仮定し，この温度にあわ

せて液温がーゲCから350Cまでのヅメチルペミノレムア

ドに対ずみがノレオーノレロの溶解議在留のうち， ジメチ
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ルホルムアミドに対するケ'ルオールDの溶解割合(重 に前記各溶解濃度のゲノレ化剤をガソリンに対して

量パーセント)を 5%. 10%， 15%， 20%の4種類と 前記各割合で添加した。

した。 付) ガソリン十ケソレ化斉1]の量は，それぞれの添加割

また被ゲル化液体で、ある石油類を自動車燃料用ガソ 合についてすべて100ccとした。

リンに限定し，このガソリンに対するゲル化剤の添加 (ウ) ケツレ化剤の添加は注射涯を使用した。

割合は経済性等を考慮して 5%， 10%， 15%， 20%の (斗 ヵーソリン及びゲル化剤双方の液温は， -50C， 

4とおりとした。 OoC，150C， 35'Cの 4段階に分けそれぞれにつ

イ実験方法 いて実験した。

け) 300mlピーカーにガソリンを採取し，このなか 基鹿実験の結果は第 1表のとおりである。

第 1表ガソリンのゲル化状況

〈主主礎実験)

5% 民 651 401 401 401 45¥ S51 251 35' 501 50' 60' 1001 100 

10% 判 601 
701 301 語i 131 251 401 351 321 401 淵お11001 100 

15~百 201 251 01 01 10¥ 401 01 01 01 鋭 d1 101 25 

ゲノレ化剤自体がグリ-)t.

20% 状にゲノレ化3日したずた実め験ガ不ア 1 
リンに添でき

α E員 O! 01 351 。! が o! 451 101 01 。

可

注 1. 本表の数字はガソリン十ケソレ化育'1100ccのうち，ゲノレ化しなかった残液の量 (cc)を示す(i71J:数字。

はゲノレ化率100%，数字100:土， ゲル化率 0%)

2. 液温はゲーノレ化剤およびガソリン双方の液温を示す。

3. ゲーノレ化の状態は， ケ勺レ化斉1]を添加 5分後の状態を観測したものである。

4. ゲノレ化したもののゲノレ化状態は，いづれもグリース状であった。

5. ガソリンは某社製市販自動車ガソリン芳香族20%のものを用いた。

(2) 屋外実験

ア ケ勺レ化部l濃度，液温および添加割合

(7) ゲル化弗l濃度

基礎実駅の結果，ゲノレ化効率に多少のばらつきは

あったが， ゲノレ化剤のゲノレオール D濃度は15~20%

がゲル化効率がし、し、という目安をえた。しかし20%

濃度のゲル化剤は-50Cの低温ではゲノレ化剤自体が

ゲル化しまた常温でも時間の経過 (1~ 2昼夜)

によってゲル化するので，屋外実験ではゲル化剤の

ゲソレオーノレD濃度をすべて15%とした。

(イ) ケ、ノレ化剤および被ゲノレ化剤の液温

ゲル化剤およびガソリンの液温は人為的に設定し

にくいので特定せず，実験時の各液ilffi.(実験時の液

温測定結果はゲノレ化剤200C，ガソリン10CCであっ

た)とした。

付添加割合

ガソリンに対するゲル化剤のi添加割合は，ガソリ

ンがヶソレ化する時点て‘ケ'ノレ化剤の添加を中止する方

法をとった。
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イ 実験方法

ケ) ゲノレ化剤の添加方法

写真 1

写真 1で示すとおりオイノレパンにガソリンを満た

し，消火器に充てんしたゲル化剤を噴射させて添加

しTこ。

(イ) 消火器

4f型強化液消火器及び水槽付手押式水消火恕
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(内容積16.e)の容器にゲル化剤 3iを充てんして

使用した。なお強化液消火器の容器の充てん空気圧

は4kgjcm2とし，ゲル化剤の噴射方式はストレー 100xI00XI0' 10- 1.0-

ト，手押式水消火器の容器を使用する場合の噴射方

式はストレートと噴霧のことおりとした。

200X200XI0' 20- 0.5-

(吋 オイルパンの大きさ及びガソリンの量

実験の結果は第2表ー1， 2表ー2，2表-3に示

すとおりである。

縦横ぷ)(ガソリ γの量) (同液の深さ)(オイ Jレ

第2表ー 1 ガソリンの ゲル化状況
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(屋外実験)

備 考・

0本実験では芳香族含

有率33%の市販ガソ

リンを用いた。

0固形化の状況は，わ

れわれの身近かに見

られるゲノレイヒ物のな

かからやわらかし、順

①マヨネーズ

②グリース

③ゼリー

を選びこれを目安とし

たものである。
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( 1 ) 基礎実験の結果について

ゲノレ化剤によって石油類がゲノレ化することは実験の

結燃で明らか、であるが， ゲノレ化の度合いは，①ウノレ化

剤と石油類双方の液温，②ジメチノレホルムアミドとゲ

ルオーノレDの配合割合，③石油類に対するゲル化剤の

総加鱗合，治がソリ

って異なり，さらにゲル化剤の添加時における噴射圧

力によっても微妙に変化する。

表は蓄をずつ匁験した結果めが均値を表わし

たものであるが，ゲル化効率のよくないものは時間の

経過とともにゲノレ化が若干進行した。

リンに対するゲノレイヒの添1111総分は10-15%程

〈ゲノLイヒ弗!の機撲により若干異なる〉とし

て，それ以上添加してもケソレ化効率は逆に低下し，添

会をさらに大きくナると部分的役ゲノレ化も沼怒さ

まい， ゲノレ化率はほとんど 0%になった。じの

ことは，ガソリンのゲル化に必要なゲノレ化剤の越に，

る一定量があること合ぷすものであらう。

表では， ゲノレ化予報の路加割合いえるゲノレイヒ効

率については多少のばらつきがみられるが，ケ、ル化剤

オーノレひ濃度については15-加だがよく，また

ザンに対ナ添加都合については10-20%がし巾、

という傾向は， うかがうことができる。

屋外滋暴露jごついて

炎にみるとおり総体的にゲル

化効率は良好であった。

リンに対するゲノレイとおiの添加款は， ゲノレを5ゑ成

トップさせ，消火訟の

ゲ‘ル化剤残量を測定して算定したものである。結果は

ガソリンの液深とゲル化剤の噴射方式によってゲル化

ったが，おおむね器-15

(随〉

考

ップ状に

5.0 

9.1 

程度であっ灯。またλ トレ噴霧のy}!]f:ヒるゲ

ノレ化効率のはみられなかった。

ゲノレ化の度合いはいずれもゲル化剤を噴射[(1後にク

リ…ス状変たはゼリー:設にゲノレイおし，時聞のれ漁とと

もにゲル{とが携行(燃がも了増す〉

ちなみに 1時間後においては，表面は氷が張ったよ

うに固形化した。ことにガソリン汲‘深が 1cm以下の場

公ほ固形{とがさらに鱗議マ 1時間終渦後にはぷテト

チヅプ状にばりばりの状態になった。

真 2

オイノレパン30X30 持幽， ガソ液深ス

トレート噴射でゲノレ化剤の添加割合13.9%.添加i直後

の状態。

路面での実験は，スブアルト総数路の務に20.e
のガソリンを流出させ，水槽付子押式水ìl~火 2Eの容加

で噴識によりゲ‘ノレ化剤を噴射させたものであるが，結

然t工路面に平均厚さ ちと総の完全なゲノレ化物ゑrJX;し，
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